
オンライン版ITまつり2022

未来のIT人材創造事業受託コンソーシアム（株）サン・エージェンシー （株）ケイオーパートナーズ

所在地 ● 〒900-0011 那覇市字上之屋314番地2サンメディアビル２F TEL ● 098-862-3577 FAX ● 098-862-3548

事業目的

事業内容

イベント名：オンライン版ITまつり2022 イメージデザイン
開催期間：令和3年9月上旬～令和4年2月

・県内の学生、企業のコンテンツ発表：
参加校14校、参加企業団体５

・11月26日（金）キャッチフレーズ、
イメージデザイン発表

キャッチフレーズ
「未来は僕らの掌の中」

・ライブイベント

2月19日（土） 「知っておきたい! 子どもとスマホ＆タブレットとの付き合い方」
講師：金城 明子 氏 ( スクールガーディアン推進室)

1月25日（火）プロジェクションマッピング講座
講師：内藤卓也氏（株式会社ICHIGO 代表取締役）

高木 聡 氏 （株式会社ICHIGO デベロッパー)

プロジェクションマッピングの制作過程

3月17日(木) 、3月18日(金) 「うちな九州＆大分ビジネスデザイン発見＆発表会8 」
【開催場所】神田明神ホール

10月31日（日）教育界のノーベル賞「世界の教員10人」に選ばれた教師に聞く
【ICT教育×探求学習～問いの創造～】

講師：正頭英和先生

県内の情報技術系学科を有する教育機関および県内に拠点のあるIT企業などが、情報通
信関連産業の最新情報およびその将来性を広く紹介していくとともに、小中高校生や県
民、企業に対し、沖縄のIT関連産業の成長をアピールする。
今回の開催については、コロナ感染拡大の終息が見通せずリアルイベントの開催が難し
いため、昨年に続きオンラインで開催しました。



事業成果

イベント・参加人数一覧

WEB情報

開催日 内容

10月3日

「CoderDojo名護」

マインクラフトを使ってSDGsを学び実践するイベント「Minecraft Day」

会場：あけみおSKYドーム会議場+オンライン午前

7 人

10月3日

「CoderDojo名護」

マインクラフトを使ってSDGsを学び実践するイベント「Minecraft Day」

会場：あけみおSKYドーム会議場+オンライン午後

8 人

10月31日

教育界のノーベル賞「世界の教員10人」に選ばれた教師に聞く

【ICT教育×探求学習～問いの創造～】

ICTを活用した教育や、現場での事例について学びます。

開催方法：Web会議システム「Zoom」によるオンライン開催

34 人

11月7日

「CoderDojo名護」

教育版マインクラフトを使ってSDGs17個の目標のうちの１つについて学び取

り組みます。

会場：あけみおSKYドーム会議場+オンライン

6 人

12月12日

「CoderDojo名護」

マインクラフトでSDGs取組体験！

会場：名護市マルチメディア館

4 人

12月12日

「CoderDojo名護」

ロボットサッカー体験

会場：名護市マルチメディア館

5 人

12月18日

「CoderDojo名護」

マインクラフトでSDGs取組体験！

会場：名護市マルチメディア館

2 人

12月19日

「CoderDojo名護」

マインクラフトでSDGs取組体験！

会場：あけみおSKYドーム午前

6 人

12月19日

「CoderDojo名護」

マインクラフトでSDGs取組体験！

会場：あけみおSKYドーム午後

8 人

1月16日

「CoderDojo名護」

「Minecraft Day」ネザー攻略

会場：オンライン

5 人

1月21日
オンライン模擬授業

実施校：中部商業高等学校
29 人

1月25日
プロジェクションマッピング講座

開催方法：Web会議システム「Zoom」によるオンライン開催
91 人

2月19日 「知っておきたい! 子どもとスマホ＆タブレットとの付き合い方」 10 人

参加人数



今後の展開

来場者増対策／参加学校数の増加
高校生、専門学校生、大学生など、学校単位での参加型プログラムの実施。

来場者増対策／事前申込のコンテスト型プログラム
ITクイズ大会、ドローン操縦タイムレース、
eスポーツ選手権の開催VR対戦など各種コンテストを開催。

認知度増対策／マスコミとの共催
テレビ局もしくは新聞社との共同開催とし、広告露出量を増やす。

認知度増対策／SNS活用
幅広い層へ向けての情報発信及び参加受付を行う。

運営費対策／大型スポンサー出展協力依頼
ISCOなどIT関連団体と連携し、ドコモ、au、ソフトバンクなどへアプローチする。

運営費対策／関連イベントとの併催
IT関連のイベントがあれば、併催提案することにより経費の削減を図る。
上記のような課題を踏まえ、今後の実施内容を組み立てていく。

過去のITまつり

オンライン模擬授業の様子

トップページ画像

プロジェクションマッピング講座の映像

ICT教育×探究学習
参加者募集デザイン


